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シオンの子らよ。あなたたちの神なる主によって 喜び躍れ。 

主は あなたたちを救うために 

秋の雨を与えて 豊かに降らせてくださる。 

元のように、秋の雨と 春の雨をお与えになる。（ヨエル 2:23）  

今年は、酷暑に加え、悲惨な戦争が拡大していく様子に、身心ともに弱まる思いでおりました。

2 年に及んだイスラエルとパレスチナガザ地区の戦争が、10 月 10 日に和平合意がなされ、停戦

が発効したとのニュースを聞きました。本当に良かったと思います。けれどもウィキペディアに

よると、この戦争によるパレスチナ側の総死亡者数が 90,154 人以上であり、イスラエル側の死

亡者総数が 2,084 人とのことです。圧倒的な格差です。瓦礫となったガザの市街、飢えに苦しむ

市民の姿を報道で見るのも辛いです。 

私はちょうど 10 年前にイスラエルへ旅しました。聖書に記された出来事の遺跡、イエス・キ

リストの足跡を辿り、記念の教会を巡りました。それと同時に、現地の異様さをも見ました。ベ

ツレヘム付近で見たパレスチナ自治区を遮断する高い、長い壁、エリコに入る前に受けた異様な

ほどの警戒の様子、岩のドームのある神殿の丘周辺でのアラブ系の人々の緊張感など、イスラエ

ルとパレスチナを分断する様々な様子に胸を締め付けられました。 

ガザの再建への道のりは、まだ不透明で、気が遠くなるようです。両者が平和に、共存共栄で

きますようにと心より祈っています。  

 

 自然は時の流れに従い、白い花がパッと咲いていた窓

の下のヤマボウシもいつの間にか紅葉しています。夕方

には夕顔の花が優しげに涼しげに咲き始めます。お彼岸

のころ、明け方にやっと西の空に満月を眺めることがで

きました。「お団子を食べ損なったわィ」と残念に思って

いたところ、お嫁ちゃんがバルコニーで育てたガーベラ  

とお萩をお土産に。このような日常が与えられ、本当に幸せでありがたい思いでいっぱいにな

ります。戦争ではこのような幸せを味わうことはできないでしょう。生き延びることさえ、難

しいのですから。改めてヨエル書を読み返しました。 

一つの民がわたしの国に攻め上って来た。強大で数知れない民が。その歯は雄獅子の歯、牙は

雌獅子の牙。わたしのぶどうの木を荒らし／わたしのいちじくの木を引き裂き／皮を引きはが

し、枝を白くして投げ捨てた。（ヨエル 1:5） 

イスラエルはかつては、ここに記されているように、弱い、貧しい民であり、この苦しみ、

惨状を味わったのです。彼らの苦しみを主は見ておられます。 

しかし、主の名を呼び求める者は皆、救われる。（ヨエル 3:5）とヨエルは希望を語ります。

このページの冒頭に記したの聖句のように、主は あなたたちを救うために 秋の雨を与えて豊

かに降らせてくださる。とヨエルは主に信頼を寄せています。 

主の名を呼び求める者である私たちの願いはすべての人々の平和と共存です。自然の移り変

わりを楽しみ、その恵みを味わい、感謝し、喜び、生きていきたいと祈っています。 


